添付ファイル2：サロンに関する注意事項
一、サロンの目的
サロンの目的を確認し、分科会とパネルディスカッションの発表形式との違いに注意する。
二、サロンの進め方
サロンの進め方を確認する。

発表者は研究の最先端の、話題性のある具体的な話題を提起し、フロアとのディスカッションを行う。

三、発表の主な内容
研究の最先端の、話題性のある具体的な話題をめぐって、以下のような内容を中心に発表する。

（１）議論しようとする話題。
（２）当話題が中日対照言語学研究の中での位置づけや未解決の問題。
（３）サロンでの議論を通して、何を明らかにし、どんな目的を達成した
　　　いのか。
四、注意事項
（１）サロンの持ち時間は９０分であり、その内、発表は６０分、フロア
　　　とのディスカッションは、３０分とする。
（２）発表の使用言語は日本語とする。
（３）大会から司会者を指定する。
（４）サロンごとの発表者人数は、３人以内とする。
（５）サロンの発表者全員は同じ話題を巡って、発表し、分科会の発表形
　　　式と一線を書く。
（６）サロンの話題は、話題性と先端性を有する。
（７）時間の内枠を厳守する。
（８）サロンの要旨は、テーマ、所属、名前、本文を含め、２枚以内とす
　　　る。
